
     

  

 

下水道による内水浸水対策に関するガイドライン類改訂検討委員会 

設置趣旨（案） 

 

 都市化の進展等に伴う浸透面積の減少により、雨水の流出量が増え、下水道にかか

る負担が増加していることに加え、気候変動の影響等により、大雨等が頻発し、内水

氾濫が発生するリスクが増大している。 

 国土交通省では、これまでに、「雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）」など、

下水道による都市浸水対策に関する７つのガイドライン類を策定し、浸水被害の軽減

に取り組む地方公共団体への技術的支援を行ってきたが、ガイドライン類策定後も、

平成３０年７月豪雨、令和元年東日本台風、令和２年７月豪雨等において、河川の氾

濫等による被災とともに、内水氾濫による浸水被害が発生したところである。 

 このような状況の中、今年度、下水道による内水浸水対策の推進・強化について、

「気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会」提言及び「下水道政策研究委員

会 制度小委員会」報告がとりまとめられており、当該提言等の内容を踏まえて、ま

ずは、『気候変動の影響を反映した計画への見直し』『内水浸水想定区域図作成・公表・

周知の加速化』に向け、ガイドライン類について必要な見直しを行う必要がある。 

本検討委員会は、提言等を踏まえ、気候変動を踏まえた計画雨水量の設定及び内水

浸水対策の推進、内水浸水想定区域図の作成促進のための手法等について検討し、下

水道による内水浸水対策に関するガイドライン類を改訂することを目的として設置

するものである。 
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